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渋 川市 Ｐ 連

令
和
元
年
度
渋
川
市
小
中
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
会
長
の

髙
澤
幹
で
す
。

皆
さ
ん
は
、『
子
ど
も
の
権
利

条
約
』
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

・
生
き
る
権
利

・
育
つ
権
利

・
守
ら
れ
る
権
利

・
参
加
す
る
権
利

お
と
な
と
同
様
ひ
と
り
の
人

間
と
し
て
の
人
権
を
認
め
る
と

と
も
に
、
お
と
な
へ
と
成
長
す
る

途
中
に
あ
り
、
弱
い
立
場
に
あ
る

子
ど
も
た
ち
に
は
特
別
な
保
護

や
配
慮
が
必
要
な
面
も
あ
る
た

め
、
子
ど
も
な
ら
で
は
の
権
利
も

定
め
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
講
演
会
は
日
本
ゲ

ー
ト
キ
ー
パ
ー
協
会
に
よ
る
「
心

に
寄
り
添
う
声
掛
け
」
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
様
々
な
立
場
に
お

い
て
、
相
手
を
思
い
や
る
声
掛
け

や
姿
勢
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

又
、
し
ぶ
か
わ
市
民
教
育
の
日

関
連
事
業
『
み
ん
な
の
学
校
』
映

画
上
映
＆
講
演
会
に
協
賛
し
、
地

域
の
学
校
に
つ
い
て
の
多
く
を

学
び
、
課
題
が
山
積
し
て
い
る
こ

と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

保
護
者
＝
地
域
の
人
と
し
て
、

子
ど
も
た
ち
が
風
通
し
の
良
い

学
校
で
、
誰
も
置
き
去
り
に
さ
れ

な
い
公
正
な
学
習
権
を
保
障
さ

れ
、
地
域
を
愛
し
、
伸
び
伸
び
と

成
長
で
き
る
よ
う
今
後
と
も
Ｐ
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渋
川
市
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

会
長

髙
澤

幹

会

長

あ

い

さ

つ

お
と
な
に
で
き
る
こ
と

Ｔ
Ａ
活
動
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
講
演
会
会
場
並
び
に

『
み
ん
な
の
学
校
』
上
映
前
に
流

れ
て
い
た
Ｂ
Ｇ
Ｍ
は
、
市
Ｐ
連
の

室
橋
副
会
長
と
髙
澤
が
参
加
し

た
、
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大
会

兵
庫
大
会
に
て
聴
い
た
曲
で
す
。

親
と
し
て
の
気
持
ち
が
歌
詞
に

表
現
さ
れ
て
い
た
の
で
皆
様
に

お
伝
え
し
ま
し
た
。

お
と
な
の
怒
っ
た
顔
は
子
ど

も
の
可
能
性
に
影
響
す
る
そ
う

で
す
。
楽
（
手
間
を
減
ら
し
て
結

果
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
＝
や
ら

な
く
て
よ
い
こ
と
を
や
ら
な
い
）

に
笑
顔
で
ご
活
躍
く
だ
さ
い
。

月

日

市
長
・
市
議
会

5

18

(土)

議
長
を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の

ご
来
賓
の
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
、

令
和
元
年
度
定
期
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
平
成

年
度
の

30

事
業
報
告
、
収
支
決
算
報
告
及
び

監
査
報
告
が
な
さ
れ
、
全
会
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
令
和
元
年
度
の
役
員
（
案
）
、

事
業
計
画
（
案
）、
予
算
（
案
）

が
審
議
さ
れ
、
全
会
一
致
で
決
議

さ
れ
、
髙
澤
幹
会
長
の
も
と
、
令

和
初
年
度
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
た
。

渋
川
市
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
大
会

子
育
て
、
教
育
を
学
ぼ
う
と

行
わ
れ
る
講
演
会
。
今
年
は
、

月

日

プ
レ
ヴ
ェ
ー
ル

10

5

(土)

渋
川
で
日
本
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

協
会
理
事
長
の
大
小
原
利
信
さ

ん
を
講
師
に
迎
え
、
悩
み
を
持

つ
人
に
寄
り
添
う
会
話
術
を
テ

ー
マ
に
、

人
を
超
え
る
Ｐ
Ｔ

100

Ａ
会
員
が
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

大
小
原
さ
ん
は
、
ア
ド
バ
イ

ス
す
る
際
、
励
ま
す
だ
け
で
は

追
い
込
ん
で
し
ま
い
逆
効
果
に

な
る
た
め
、
共
に
考
え
る
姿
勢

で
接
す
る
こ
と
が
大
切
と
し
、

相
手
の
名
前
を
呼
び
な
が
ら

「
大
変
だ
っ
た
ね
」「
一
緒
に
考

え
よ
う
」
と
声
を
掛
け
、
信
頼

令
和
元
年
度
渋
川
市
小
中
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
大
会
が

月

日

10

5

に
プ
レ
ヴ
ェ
ー
ル
渋
川
で
、

(土)市
長
・
市
議
会
議
長
を
は
じ
め

多
数
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
を
い

た
だ
き
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

中
沢
教
育
長
か
ら
は
表
彰
状

が
、
髙
澤
会
長
か
ら
は
感
謝
状

が
、
本
市
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご

尽
力
さ
れ
た

名
に
そ
れ
ぞ
れ

46

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
小
野
上
小
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
齋
藤
会
長
、
清
水
校
長
か

ら
小
野
上
小
学
校
に
関
す
る
事

例
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

次
年
度
か
ら
小
規
模
特
認
校

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
の
目
的
や
、
年
間
を
通

し
て
の
活
動
、
小
野
上
小
学
校

の
特
色
な
ど
を
丁
寧
に
発
表
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
同
日
に
行
わ

れ
た
講
演
会
講
師
を
含
む
ご
来

賓
の
方
々
と
会
員
の
意
見
交
換

が
活
発
に
行
わ
れ
、
親
睦
が
深

め
ら
れ
ま
し
た
。

講
演
会
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
講

座

」

10 月 5 日

感
謝
状
（

名
）

44

小
菅
聡
・
井
上
晴
美(

渋
川
南
小)

、

田
子
純
一
・
島
村
恵
子(

豊
秋
小)

、

須
田
洋
介
・
奥
泉
浩
美(

渋
川
中)

、

狩
野
嘉
久
・
上
岡
裕
美(

渋
川
北

小)

、
南
雲
聖
子
・
清
水
恵(

渋
川
西

小)

、
梅
澤
剛
敏
・
木
暮
由
美
子(

渋

川
北
中)

、
髙
橋
麻
希(

金
島
小)

、
石

川
恵(

金
島
中)

、
大
谷
直
輝
・
保
科

宏
美(

古
巻
小)

、
登
坂
将
志
・
矢
野

亜
紀
子(

古
巻
中)

、
木
村
竜
也
・
加

藤
昌
恵(

伊
香
保
小)

、
中
島
敏
郎
・

戸
塚
寛
子(

伊
香
保
中)

、
蟻
川

誠
・
佐
藤
千
寿
子(

小
野
上
小)

、
鈴

木
友
晶
・
後
藤
由
香
里(

中
郷
小)

、

和
田
浩
史
・
田
中
由
佳(

長
尾
小)

、

島
田
浩
爾
・
鈴
木
美
幸(

子
持
中)

、

大
畠
茂
揮
・
木
暮
貴
子(

三
原
田

小)

、
星
野
美
枝
子
・
長
岡
綾
子(

赤

城
南
中)

、
岡
田
桂
奈
・
狩
野
い
づ
み

(

津
久
田
小)

、
樋
口
秀
樹
・
田
子
智

美(

赤
城
北
中)

、
狩
野
美
帆
・
君
島

愛
沙(

橘
小)

、
望
月
透
・
井
上
亜
矢

子(

橘
北
小)

、
久
保
田
八
江
子
・
原

田
友
美(

北
橘
中)

表
彰
状
（

名
）

2

眞
下
陽
子(

金
島
小)

・
埴
田
裕
之(

子

持
中)

「
費

定

期

総

会
5 月 18 日

月

日

渋
川
市
役
所

7

8

(月)

第
二
庁
舎
に
て
渋
川
市
小
中
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
主
催
に

よ
る
教
育
懇
談
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
懇
談
会
は
、

①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
小
中
学

校
原
則
持
ち
込
み
禁
止
に
つ

い
て

②
任
意
団
体
と
し
て
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
の
あ
り
方

③
Ｐ
Ｔ
Ａ
事
業
内
容
は
減
ら
さ

ず
に
会
議
や
負
担
を
減
ら
す

工
夫

の
３
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
各
単
Ｐ
代
表
だ
け
で
な
く

校
の
Ｔ
代
表
の
先
生
方
も
出

11

席
い
た
だ
き
活
発
な
議
論
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
長
か
ら
総
評
と
し
て
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
は
一
律
同
じ
よ
う
に

す
る
必
要
は
な
く
各
学
校
の
規

模
や
状
況
に
合
わ
せ
て
運
営
し

て
い
け
ば
良
い
と
の
言
葉
を
い

た
だ
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

懇
談
会
の
内
容
を
、
充
実
し
た

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

7 月 8 日

『
つ
な
げ
よ
う
「
い
の
ち
」
の

バ
ト
ン

次
世
代
を
生
き
抜
く
子

ど
も
た
ち
へ
～
地
域
と
と
も
に

育
む
力

兵
庫
か
ら
～
』
を
大
会

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
た
、
第
30

回
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大
会

兵
庫
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

渋
川
市
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

絡
協
議
会
か
ら
は
髙
澤
会
長
・
室

橋
副
会
長
が
、
第
１
分
科
会
や
全

大
会
記
念
講
演
な
ど
に
参
加
さ

れ
、
「
今
日
の
家
庭
教
育
が
果
た

す
べ
き
役
割
」「
子
育
て
に
お
け

る
保
護
者
の
心
の
持
ち
よ
う
」
な

ど
に
つ
い
て
の
見
聞
を
広
め
ま

し
た
。

第

回
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ

67
全
国
研
究
大
会
兵
庫
大
会

8 月 23･24 日

関
係
を
築
く
こ
と
で
心
が
開
く

と
熱
く
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
思
い
通
り
に
で

き
な
い
時
の
苦
し
い
気
持
ち
を

体
験
し
た
り
、
実
際
の
会
話
例

か
ら
落
ち
込
む
人
が
い
か
に
前

向
き
な
気
持
ち
に
な
っ
た
か
の

成
功
例
を
聞
き
理
解
を
深
め
ま

し
た
。

「
人
は
皆
、
良
く
な
り
た
い

と
思
っ
て
い
る
」
。
大
小
原
さ
ん

の
言
葉
か
ら
、
不
安
を
抱
え
る

誰
も
が
改
善
し
た
い
願
望
が
あ

り
、
し
っ
か
り
と
寄
り
添
い
話

を
聞
く
こ
と
で
元
気
を
取
り
戻

せ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

10 月 5 日

教

育

懇

談

会

表彰された子持中埴田さん 平成３０年度 PTA会長の皆様 大小原先生と教育長

あいさつを行う髙澤会長
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を無事終えて～
令和元年 11月 29日(金)、表題の記念式典・記念

講演会が沢山の方々のご尽力のもと無事終了いた

しました。

式典では木暮校長先生の学校の歴史を紐解いた

ご挨拶、実行委員長の島田前会長のＯＢとしての誇

りを感じさせるご挨拶、髙木市長・中沢教育長の五

十周年に敬意を表する心のこもったご祝辞を頂き、

生徒編集によるタイムカプセル開封式の映像、生徒

達の合唱と合わせて、大変感動的な式典となりまし

た。

本日の式典の写真を掲載した記念誌が 2月に発
行されるので、顔合わせ日＝第 1回実行委員会の日
だった私にとって、2年弱におよぶＰＴＡ活動を 2
年分の役員の方々と一緒に過ごせた事を誇りに思

います。

本日講演して頂いた、放送作家の足立先生も子持

中学校のＯＢで当時は首席で生徒会長をなさって

いたそうです。啓発的な内容の本講演をきっかけ

に、生徒達が自分の可能性を無限大に広げてくれる

のを期待しております。

子持中学校ＰＴＡ会長 小菅 貴昭

コラム 「私のＰＴＡ活動の思い出」

月

日

に
利
根
沼
田

11

30

(土)

文
化
会
館
に
て
令
和
元
年
度
第

回
群
馬
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
大
会
沼
田

64大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
前
に
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
、
沼
田
ユ
ネ
ス
コ
少
年

少
女
合
唱
団
に
よ
る
合
唱
の
披

露
が
あ
り
ま
し
た
。
素
敵
な
ハ

ー
モ
ニ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
ぐ
ん

ま
ち
ゃ
ん
や
沼
田
市
の
マ
ス
コ

ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
一
人
ぬ

っ
く
ん
も
壇
上
に
登
場
す
る
な

ど
、
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
る
こ

と
を
考
え
て
い
る
素
晴
ら
し
い

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
し
た
。

大
会
式
典
で
は
表
彰
の
紹
介

と
し
て
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学

「
学
び
て
時
に
之
を
習
う
亦

説
ば
し
か
ら
ず
や
（
学
ん
だ
こ

と
を
、
時
に
応
じ
て
反
復
し
、

理
解
を
深
め
る
、
こ
れ
も
ま
た

楽
し
い
こ
と
で
は
な
い
か
）
」
～

中
国
の
孔
子
の
教
え
を
ま
と
め

た
と
さ
れ
る
「
論
語
」
の
一
説

で
す
。

月

日

北
橘
公
民

11

16

(土)

館
。
髙
木
市
長
に
よ
る
こ
の
一

説
を
引
用
し
た
あ
い
さ
つ
で
、

ま
な
び
の
日
は
幕
を
開
け
ま
し

た
。会

場
を
く
ま
な
く
巡
り
感
じ

た
こ
と
は
、
ま
さ
に
こ
の
論
語

の
一
説
そ
の
も
の
。「
学
び
」
が

私
た
ち
の
人
生
を
豊
か
に
す
る

た
め
に
い
か
に
大
切
か
と
い
う

こ
と
で
す
。
様
々
な
団
体
が
多

種
多
様
な
展
示
や
体
験
コ
ー
ナ

ー
で
楽
し
い
「
学
び
」
の
機
会

を
提
供
し
て
い
ま
し
た
。

我
ら
が
渋
川
市
小
中
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
は
、
各
小
中

学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
誌
を
展
示

し
、
数
多
く
の
来
場
者
が
目
を

通
し
て
い
ま
し
た
。
個
人
的
に

は
「
手
話
」
体
験
が
と
て
も
印

象
的
で
し
た
。
自
分
の
名
前
を

手
話
で
覚
え
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
嬉
し
か
っ
た
！

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
で
も
多
く
の

「
学
び
」
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ

ん
も
何
気
な
い
日
常
に
ほ
ん
の

少
し
「
学
び
」
を
意
識
し
て
み

た
ら
、
新
し
い
世
界
が
開
け
て

見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
回
の
研
修
会
で
訪
れ
た
ど

ち
ら
の
施
設
も
、
本
来
は
観
光

施
設
で
は
な
く
研
究
施
設
・
治

水
施
設
で
す
が
、
施
設
の
あ
り

方
や
広
報
の
あ
り
方
を
検
討
す

る
こ
と
に
よ
り
大
勢
の
集
客
を

誇
り
、
そ
れ
に
伴
い
宇
宙
へ
の

関
心
や
防
災
意
識
を
高
め
る
こ

と
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

市
Ｐ
連
も
組
織
の
あ
り
方
や

広
報
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
市

Ｐ
連
が
現
在
行
っ
て
い
る
こ
と

や
考
え
方
な
ど
を
広
く
周
知
し

た
く
さ
ん
の
人
の
関
心
を
集
め

て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
感
じ

ま
し
た
。

令
和
２
年
１
月

日

市
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(火)

Ｐ
連
会
員
を
対
象
と
し
た
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
日
本
で
最
大
規

模
の
宇
宙
航
空
開
発
施
設
で
あ

る
筑
波
宇
宙
セ
ン
タ
ー
を
訪

れ
、「
き
ぼ
う
」
運
用
管
制
室
や

宇
宙
飛
行
士
養
成
エ
リ
ア
な
ど

の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。
様
々

な
発
見
や
驚
き
が
あ
っ
た
の
で

す
が
、
一
番
驚
い
た
の
は
施
設

内
の
コ
ン
ビ
ニ
に
行
く
際
に
も

申
請
が
必
要
な
程
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
高
さ
で
し
た
。

午
後
は
、
世
界
最
大
級
の
地

下
放
水
路
で
あ
る
首
都
圏
外
郭

放
水
路
を
訪
れ
、
長
さ

メ
ー

177

ト
ル
・
幅

メ
ー
ト
ル
・
高
さ

78

メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
地
下
神

18殿
の
よ
う
な
巨
大
な
水
槽
の
見

学
を
行
い
ま
し
た
。
施
設
の
稼

働
回
数
は
多
く
、
昨
年
関
東
地

方
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
台
風

号
の
際
に
も
稼
働
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し
、
災
害
を
未
然
に
防
い
だ
と

の
こ
と
で
し
た
。

優 勝 子持中ＰＴＡ
準 優 勝 古巻小ＰＴＡ

第 3 位 渋川西小ＰＴＡ

決勝トーナメント進出
橘小ＰＴＡ 伊香保小ＰＴＡ

金島中ＰＴＡ 渋川北中ＰＴＡ

中郷小ＰＴＡ 豊秋小ＰＴＡ

古巻中ＰＴＡ 渋川中ＰＴＡ

渋川北小ＰＴＡ

交流リーグ戦１位
小野上小ＰＴＡ 橘北小ＰＴＡ

し
ぶ
か
わ
市
民
ま
な
び
の
日

◇

編

集

後

記

◇

令
和
元
年
度
も
あ
と
わ
ず

か
、
広
報
紙
「
か
け
は
し
」
第

号
が
発
行
と
な
り
ま
し

13た
。市

Ｐ
連
で
は
、
今
年
度
も
交

流
会
や
研
修
会
等
、
多
く
の

活
動
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
活
動
が
今
後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

さ
て
、
広
報
委
員
会
で
は

本
誌
の
発
行
の
他
に
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま

す
。
各
学
校
の
活
動
記
録
等

も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

「
か
け
は
し
」
同
様
に
ご
愛
顧

を
お
願
い
し
ま
す
。

◇

広

報

委

員

◇

齋
藤

祐
一(

小
野
上
小)

東
堂

玄
幸(

渋
川
北
中)

山
岡

教
彦(

渋
川
中)

田
中

憲
一(

伊
香
保
中)

今
井

里
奈(

橘
小)

小
菅

貴
昭(

子
持
中)

狩
野

朋
子(

赤
城
北
中)

令和元年度優良ＰＴＡ群馬県教育委員会表彰を渋川北小学校ＰＴ

Ａが見事受賞されました。

専門部会の統合や本部役員会開催数軽減等、活動の効率化や役員の

負担軽減に努めていること、ＰＴＡ行事を地域の方々の協力のもと実

施し地域への帰属意識を高めていることなどが高く評価されました。

優良ＰＴＡ「群馬県教育委員会」表彰

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

11 月 16 日

月

日

渋
川
市
総
合

10

26

(土)

公
園
体
育
館
に
て
「
ス
ポ
ー
ツ

交
流
会
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
」
が
今
年
度
も
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

日
頃
か
ら
練
習
を
重
ね
て
い

る
学
校
や
、
ぶ
っ
つ
け
本
番
で

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
試
合
に
挑
む

学
校
と
様
々
で
し
た
が
、
各
校

試
合
に
な
る
と
大
き
い
声
援
が

聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。

五
連
覇
を
狙
う
中
郷
小
も
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
み
ま
し

た
が
、

校
の
頂
点
を
制
し
た

23

の
は
子
持
中
学
校
で
し
た
。

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で
す

が
、
小
規
模
校
な
ど
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

員
が
少
な
い
学
校
な
ど
は
、
参

加
者
を
集
う
こ
と
が
負
担
に
な

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

子
ど
も
の
人
数
の
減
少
は
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
も
同
様
に
減
少
す

る
の
で
、
こ
の
渋
川
市
小
中
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
主
催
の

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
ソ
フ
ト
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
を
通
し
て
こ
れ

か
ら
の
行
事
の
あ
り
方
な
ど

も
、
今
後
の
課
題
に
な
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
。

大
臣
表
彰
や
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国

協
議
会
表
彰
の
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
県
Ｐ
連
広
報
紙

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
表

彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

渋
川
市
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

絡
協
議
会
と
し
て
は
、
小
学
校

の
部
に
お
い
て
豊
秋
小
学
校
が

奨
励
賞
を
、
中
学
校
の
部
に
お

い
て
赤
城
北
中
学
校
が
奨
励
賞

を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。

講
演
会
は
、
千
葉
敬
愛
短
期

大
学
学
長
・
千
葉
大
学
名
誉
教

授
で
あ
る
明
石
要
一
先
生
か
ら

「
家
庭
・
学
校
・
地
域
の
ト
ラ

イ
ア
ン
グ
ル
で
子
育
て
を
し
よ

う
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ

群
馬
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
大
会

沼
田
大
会

11 月 30 日

ま
し
た
。

今
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ

ら
れ
て
い
る
「
未
来
に
向
か
っ

て
逞
し
く
羽
ば
た
け
～
自
己
肯

定
感
を
育
む
家
庭
教
育
～
」
に

即
し
た
講
演
会
で
あ
り
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
が
持
つ
役
割
や
意
義
や
重
要

性
を
感
じ
さ
せ
る
大
会
で
し

た
。

1 月 28 日

令
和
元
年
度
市
Ｐ
連
研
修
会

10 月 26 日優勝した子持中学校の皆様

沼田ユネスコ少年少女合唱団の発表

～子持中学校創立五十周年記念式典
を無事終えて～

市P連は渋川市内小・中学校の広報誌の展示を行いました

首都圏外郭放水路にて


